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本製品のセットアップ作業を説明していまず。手順にしたがって作業を行ってくださし、。 


使えるようにずる 


OS を起動しまず。 

まだ本製品を接続しないでください。 

本製品は手順 3 になってから接続しまず> 

Windows 98 、 Windows 98 SEIU 外の日 S をお使いの場合は、手順 3 におずすみください。 


ク 「 Wins 呂用ドライバ J をインス!ルします 

(Windows 98 、 Windows 98 SE のみ） 

〇 雜社サポートソフトライブラリより 「 Win 目 S 用ドライバ」をダウン□-ド、解凍しま丈 

ダウンロード’解凍ち法は、下記で確認してください。 

今 http :// www . iodata . jp / support / product / hdcn - u / 

@ 解;東したに DSETURexe ] をダブルクリックし、 [ OK ] 一 [ OK ] を順にクリックしま丈 


〇 


3 


ノ t ソコンに接続します 


〇 


藝 


〇 電源ケーブルをコンセントに接続しまず> 

@ US 己ケープルを本製品の US 己ポートに接続しま丸 

3 US 己ケースレをパソコンの US 己ポートに接続しま丸 

※本製品の電源/アクセス ( POWER / ACCESS ) ランプが緑色に点灯しまず。 


•Windows Vjsta®/XP で警告メッセージ 
が表示される 

Windows Vista ®/ XP におし、て、接続する USB ポートが 
USB 1.1 の場合、本製品を接続すると W 下のメッセージが表 
示されますが、異常ではありません。 

因をクリックしてメッセージを閉じて<ださい。 



4^さ化 i* 遍で実行でさるデバイス タ1 

^ USB デバィ；^^、ホホ USB ホ-卜け说 E するけみこ 

搬模がが K がを,な:《、こ 



《Windows Vista®/XP ServicePack 1 ではメッセージが異なります。 


藝 


•コネクタの向きにごミ主意 

コネクタは接続できる向きがミ夫まっています。 

接続しにくい時は無里をせずに、コネクタの向きをご確認くだ 
さし、。誤った向きで無理に接続しようとすると、ケープルやポー 
卜が破損するおそれがあります。 


新しいノ\ードウエア画面が 
表示されまず。 

しばらくお待ちいただくと、 
画面は自動的に消えまず。 


4 


確認します 


〇 


コンピコータまたは[マイコンピコータ]上に八ードみスクのアイコンが増えていることを確認しまを 


Windows Vis ね®の場合 


Windows XP の場合 


»コンビユータ ► 
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※ドライブ义字（ドライブ横のアルファベット表 
示）は、お使いのパソコンの状況によって異な 
ります。 




•本製品のアイコンがない 
■本製品の接続をご確認 < ださい。 

函妄続ずるポートを変えてみてくださし、。ノヴロ妄続してし、る場合は、ハ V コンのポートロ妾続してみでくださし、。 
■[マイコンピュータ]の[表示卜[最新の情報に更新]をクリックしてみてくださし、。 


5 インスト-ル•設定します。 


フアンクシヨンボタンを使ラためのソフトウェアのインストール 


ファンクションボタンを使用しない場台は、インス! -- ルは不要です， 
ファンクションボタンの使いちは、基本操作の【取り外ず】をご覧ください。 

〇 雜巧サポートソフトライブラリより「ポチっとな」をダウン 
□—ド、解凍しま丈 

ダウンロード’解凍ち法は、下記で確認してください。 

今 http :// www . iodata . jp / support / product / hdcn - u / 

©解凍した [ Setup . ex 引をダブルクリックしま丸 
じ I 降は画面の指示に従ってずずめてください。 

@ 再起動後、タスクトレイに「ポチっとな」アイコンが追加さ 
れたことを確認しま丸 


「マツノ \ USB 」 を設定ずる方法 


「マッノ \ USB 」 は、効率的に転送ずることにより 、 USB 2.0の実効転送速 
度を向上しまず。 

〇 雜社サポートソフトライブラリより「マッノ \ USB 」 をダウン 
□ード、解凍しま丈 

ダウンロード’解凍ち法は、下記で確認してください。 

今 http :// www . iodata . jp / support / product / hdcn - u / 

3 解;東した[マッハ US 己 for HDD . exe ] をダブルクリック 
しま丸 

@ [マツノ \ USB をち効にずる]一 [ OK ] をクリックしま乐 





fli 力 [1 されたアイコン J 

じ Lb でインス!ルは終了で丸 

インストール時は、ファンクシヨンボタンは取り出しボタンとして設 
定されていまずが、「ポチつとな」アイコンをダブルクリックして機 
能を変更ずることができまず。 

詳しい説日月は、「画面で見るマニュアル」をご覧ください。 


マヴパ USB»2：1 —テイソテイ 


JJ マが US 巧が化:けす， 

:厂で K — 1||キザンた J レI 


1ソ上で設定は終了です， 

ご使用の環境によりお送速度が向上しない場合がありま丸 
有効/無効の設定につしては、「画面で見るマニュアル」をご覧ください。 


基本操作 


•本製品を使ラ上での操作について説明しまず， 


^ J 本製品はいつでわ接続ずることができまず。 

【取り外す】 


手順 3 を参照し、本製品を接続して<ださし、。 


ファンクションボタンを利用して取り外ず方法 


フアンクシヨンボタンを電源ボタンに 設定している場合は 
じ I 下の手順では行ラことができません。 

右記、 【タスクトレイのリムーバブルツールを利用して取り外 
ずち法】 を参照して取り外してください。 

〇 フアンクシヨンボタンを長押しに秒 I ソ上）しま丈 


タスクトレイのリムーバブルツールを利用して取り外ずち法 


〇 タスクトレイのリムーバブルツールをクリックしま丈 



盡 


フアンクシヨンボタン 


0 本製品の表示をクリックしまず， 

本製品の表示をクリックしまを 

複数の取り外し可能な機器を接続している場合は、ドライブ文字で 
判断してください。 

©メッセー ジを確認し、 [ X ] ボタンまたは [ OK ] ボタンを 
クリックしまず） ※表示はご利用の OS により異なりまず。 
•Windows XP で使用している場合 
[X ] ボタンをクリツクしまホ 


因 


み A —ドウ王アのの口かし 

■USB 六容直記情装置デバイスIは舌をに取り外すことげできま 
す。 


@ 下のメッセージが表示されま丈 
^画面は約已秒で自動的に消えまず， 


かかし 巧: 了け吐 
巧卜た々 W ホ ttr み、 



こめザ ♦ なで日かの方たま Ti 


画面は実隙のものと異なる場合がありまず。 


@ 本製品を取り外しまず， 

Windows XP / 2000でご使用の場合、ケーブルを取り外さずに、 
わラー度ファンクションボタンを押ずと、本製品を再度 OS に認識さ 
せることができま束詳細は画面で見るマニュアルを参照してくださ 
し、。 


本製品のフォーマット作業についで 


\r 

•Windows Vis ね®/ 2000 / Me /98 で使用している場合 
[ OK ] ボタンをクリックしまず。 

©本 製品を取り外しまず， 


こんな時には • 


「取り外しができない」としけ内容のメッセージが表示された 


使っているソフトウェアをすべて終了してから、本手順を行 
つてください。 

※同じメッセージが表示されたら、パソコンの電源を切ってから取り外 
してください。 



本製品はご購入時、フオーマツト済み （ 1パーテイシヨン、 FAT 32) のため、 Windows ではそのまま使用ずる 
ことができまず。フオーマットを行いたい場合は、画面で見るマニュアルを参照してください。 

※画面で見るマニュアルを見るち法は、裏面の【画面で見るマニュアルにつし、て】を参照してください。 


翁 


> FAT 32 フォーマツトでご使用いただける1ファイルの最大サイスは 4 G 巨まででず。 

サ<ス'が 4 G 巨を越えるファイルを保存ずる場合は、 NTFS でフォーマツトずる必要がありまず。 
NTFS フオーマットは、 Windows Vista ®/ XP /2 日日日で使用ずることができまず。 


票へ続 
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西サポートソフトについて (Windows Vista ®/ XP / 2000のみタオ応） 




本製品にはサポートソフト CD - ROM は添付しておりません。 

本製品用サポートソフトは、じ I 下のサポートライブラリよリダウン□—ドしてご利用ください。 
http :// www - iodata - jp / support / product / hdcn - u / 


ソフトウェア名 

特徴 

みスク□ックツール 
「 HDD □ック」 

本製品に□ック•アン□ックを行うソフトウェアでず。 

※アンインストールを行う場合は、セキユリティモードを解除してから行ってください。 

データシンクソフト 
「Sync with 」 

特定のフォルダ同±を同期させるためのソフトウェアです。 

USB 2.0 高速転送ソフト 
「マッハ USB 」 

USB 2.0の実効転送速度を向上させるソフトウェアでず， 

※設定は、管理者権限で□グオンしてご利用ください。 

フアンクシヨンボタン 
ユ-テイリテイ 「 ポチつとな J 

ファンクシヨンボタンの設定を巧うソフトウェアでホ 

オートバックアップソフト 
「EasySaver LE 」 

手軽にファイルやフォルダのバックアップを行ラソフトウェア 
でず。 

•本 ソフトは、製品版 EasySaver の機能限定版です。 

※管理者権限で□グオンしてご利用ください。 

完全データ消去ソフト 
fDiskRefresher LE 」 

本製品のデータを完全に消去ずるソフトウェアでず。 

♦誤って 重要なデータを削除した場合は、データを復旧できませんので;くれぐれもご注意くださし、。 
•本 ソフトは、製品版 DiskRefresher の機能限定版で丸 
※管理者権限でログオンしてご利用 < ださい。 

ノ\ードデ< スク 
FAT 32 フォーマッタ 

本製品を出荷時のフォーマット状態 (1 ノ《ーティシヨン、 FAT 32 ファイルシステム)に戻ずソフトウェアでず。 

※管理者権限でログオンしてご利用ください。 


※管理者権限でログオンしてからインストールしてください。 


A 


サポートソフト 
の使用方法 


①サポートソフトをじ I 下のサポートライブラリよりダウン□ードしまず。 

http :// www - iodataJp / support / product / hdcn - u / 

©解凍しまず。 

感インストールしまず。 

な'使用し丰ホ 

^インス!ルち法および使用ち法につし、ては、【画面で見るマニュアル】をご覧くださし、。 
見ちは、右記陋面で見るマニュアルにつし、て】を参照してください。 


本製品使用上のごを意 


参ケー ブルを取り外ずときは、ケープル部分ではなくコネクタを持って取り外してください。 

•ご 利用の本体との組み合わせにより、スタンバイ、休止、スリーブサスペンド、レジュームなどの省電力機能はご利用いただけない 
場合がありまず。 

•本 製品にソフトウェアをインストールしなし、でください。 

0 S 起動時に実行されるプ□グラムが見つからなくなる等の理由により、ソフトウェア(ワープ□ソフト、グームソフトなど)が正常に利用できない場合がありま丈 

• US 己接続時、他の US 己機器を使ラ場合は下記にま意してください。 

■本製品の転送速度が握 < なることがあります， 

■本製品をリ3巨ノ\ブに接続しても使えないことがありまホその場合は、パソコンの USB ポートに接続してください。 

•本 製品からの日 S 起動はサポートされておりません。 

• Windows と Mac 日 S(Mac 日 S X 1日.4じ I 降は除く)では、フォーマットお式の違いにより併用ずることはできません。 
•セキュリティ 機能を使用される際は、画面で見るマニュアルをご覧ください。 

また、パスワードの管埋には十分ご注意ください。万が一無くされたり、お忘れになった場合は解除できません。 


皆 


.アルについて 


本製品のその他の基本操作、 Q 这 A などにつし、ては、画面で見るマニュアルをご覧ください。 

画面で見るマニュアルを見るには、ダウン□-ドして見るちまと、「画面で見るマニュアル」をクリックして見る、 
二通りのち法がありまず。 

※画面で見るマニュアルじ(外でも弊社ホームぺージ （http://www.iodata.jp/support/) にて日这 A を用意しております 
本製品が正常に動作しない場合はそちらわご覧ください。 




①画面で見るマニュアルを下のサポートライブラリよりダウン□-ド、解凍しまず。 

http :// www - iodataJp / support / product / hdcn - u / 

©解凍したフォルダ内の [ index . htm ] をダブルクリックしまず。 




じ I 下のサポートライブラリにある陋面で見る マニュアル] をクリックしまず。 
http :// www - iodataJp / support / product / hdcn - u / 


Memo (データをコピーする方法） 


データ(フォルダ)のコピーは、下記の1 )2 にちらのち法でもで'きます 

1) [コピ ー] 一[貼り付け]でコピーずる場合 

① 保存したいフォルダ（ファイル）を表示して、右クリックし、 
[コピー]をクリックしまず。 

干 J 吸 amto ft おが 3 W ♦ 


2) ドラッグ这ド□ップでコピーずる場合 

① 保ちしたいフォルダ（ファイル）を保存先にドラッグ泛 
ドロップしまず。 
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ドラッグ&ド□ップ 
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( D 保ち先を表示し、保をずる場所で右クリックし、[貼り付け] 
をクリックしまず。（下記は本製品に保存ずる場合の例） 
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地球環境を守るため、再生紙を使用しています 
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